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 論文内容・要旨
 本邦に於ける脳卒中多発と食生活に赴けるGa摂取量の不足との関連が最近疫学的に示唆されて
 いるが,わが国で最も脳卒中死亡率の高い東北地方のうちでも,栄養摂取面でOa摂取の比較的多
 い三陸漁村とそれの少い内陸水田単作農村との間では脳卒中死亡率に差が参られている。また東北地
 方に於ける脳卒中死亡率の季節変動に夢いては平均気温の最も低い1,2月よりも,や、気温の上
 昇する5,4月に多い傾向がみられている。このことは冬期問に寿げることに老年者の屋外活動の
 制限による体内ビタミンD欠乏,さらにはCa・Mg・燐などの無機質代謝と関連があるものと考え
 られる。このような点から脳卒中発生要因と関連して老年者に於けるGa・Mg・燐などの無機質の
 季節変動を解明することは重要なことと考えられる。著者はこのような点から,先づ,種々の実験
 条件をコントロールしゃすい入院患者についてea・Mg・燐齢よび窒素代謝の季節的変動を追究し,
 ついで同様な手法を多数の老年者(養老院収容者)について応用し,これら無纐の変動を究明した。
 1、1入院患者にお'ける調査
 東北大学医学部脳疾患研究施設に入院している40才以上の患者7名について8月参よび1月に,
 それぞれ20日間づつの調査実験を行なった。夏期・冬期とも代謝実験に入る2日前から被験者に
 通常病院食のほか,毎食牛乳1本づつの給与を行ない,全実験期間中給与が続けられた。毎食ごと
 に残食調査を行なって実摂取量を算出するとともに,別に調整した1日分の食事全量をホモジナイ
 ズし,その一部を乾燥・灰化し,Ca・Mg・燐を,また一部についてキエルダール法により窒素を
 定量し,これら無機質の摂取量を実測した。尿については1日量に一定量の磯塩酸を加えて均等に
 なる様に撹絆し,その一部を試料とした。無機成分の定量分析は食事,屎尿ともCaは過マンガン
 酸カリ定量法,MgはEDTA法,燐はモリブデン青比色法によった。また実験期間の前お・よび第
 1・2・5の各週の終りに静脈採血し,血漿中総Ca・総Mg・透析性Oa・透析性Mg量を原子
 敷光法により定量した。このような無機質の定量分析値から,摂取量および排泄量のバランスを求
 め,その実験期間中の推移をみるとともに,1人1日当り平均値を求めて夏期かよひ冬期に於ける
 摂取量,出納および蓄積率について比較検討を行なった。
 Ca摂取量の1人1日当り平均は夏期に赴いては504鰐であるに対し,冬期には617昭と高
 ぐ,尿器よび尿からの排泄量も夏期445囎,冬期582瑠と冬期に高く,その結果,夏期におけ
 る出納は+61噂,冬期に於けるそれが+55囎と,夏期に於けるCa摂取率が少いにかかわらず
 Ca蓄積の高い傾向のあることが認められた。Mgの場合は摂取量排泄量とも夏期にや、高く,蓄
 積率も夏期+5.8%であるに対し,'冬期に一92%と負の平衡になってい.る。次に燐の摂取量平均
 値は夏期1549吻',冬期1156昭と夏期に多いが,擁世量は夏期1005観r,'冬期Uる8ηg
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 と冬期に大で有意差がある。燐の蓄積率もea寿よびMgと同様,夏期にかいて有意に高いことが
 認められた。蛋白代謝の指標である窒素出納は冬期にお・いて負を示すに対して夏期には10%程度
 の蓄積がみとめられた。これらの実験成績から,σa・Mg・燐および窒素のすべての成分について
 夏期にお・ける蓄積率が高く,とくにGaの場合,冬期の摂取量が夏期に比して大きいに拘らず蓄積
 )少い傾向のあることが知られた。廻験期間を通じて測定した血漿総Oa・Mg量お球び透析性Oa・
 Mg量の推移には明らかな季節差をみることができないが,Ca源として牛乳給与を開始した直後一
 時的に上昇した血清Ca量も,実験期間の終期にはほy実験前のレベルに戻る傾向がみられた。
 2、老年者集団に於ける調査
 宮城県立養護老人ホーム偕楽園に収容されている65才以上の老人男子10名,女子8名,芦1
 18名(延56名)について夏・冬の両期にわたり,それぞれ5日間づつ,Ca・Mg・燐および窒
 素の代謝平衡実験を行なった。雨期を通じて被験者はすべて同一人であり,平均年令は6'8才(夏
 期)であった。分析試料豊よびその処理方法は前述の入院患者にかける実験と像ぼ同様である。こ
 の集団に於けるコ人1日当りOa摂取量は夏期582躍伍冬期550魏2で有意差はみられない。尿
 診よび尿よりの排泄の割合は画期ともそれぞれ1:4程度で入院患者の成績にほぼ等しい。Mg摂
 取量平均値は両朝とも542囎で等しく,排泄量合計は夏期に297㎎であるに対して,冬期のそ
 れが527凋と有意に冬の排潅量が多い。尿齢よび尿の排泄比率は両期とも1:5で入院患者と大
 きな差はない。夏期および冬期に嘉ける排泄量の差が大きいため,その出納むよび蓄艇率においても
 冬期に比して夏期に有意に大である。燐の摂取箪については夏期に155・5既望冬期に1248"↓ワ
 と夏期に有意に大であるが,総排泄量は両期において有意差はなく,出納・蓄積率にも有意差はみ
 られない。次に窒素の摂取量は夏期15.1gであるに対し,冬期に12.Ogと・夏期にやや穴である
 が有意差はなぐ,総排泄量も夏期12.Og,冬期11、4gと夏期にやや高いが有意義はみられない。
 両期に於ける出納寿よび蓄積率には有意差はみられない。
 以上2施設にむける夏冬両期に亘る調査測定成績を通じて老年者における無機質代謝の特性のい
 くつかが明らかにされたが,とくに冬期に於けるOa・M9および燐の平衡が負に傾ぐことは,これ
 ら無機質の低い東北地方水田単作地域においては,生体に対して少なからざる潜在的影響を与える
 ものと考えられ,これら無機質摂取と脳卒中多発の関連についての興味ある示唆を示すものと思考
 される。
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 審査結果の要旨
 東北地方は世界的にみても脳卒中多発地域といえるが,この地方には水田単作農村が多く,し
 たがって食生活も米食偏重の傾向が強い。その結果として諸種ビタミンや無機質の摂取不足がみ
 られ,これが当地方における脳卒中多発の主因の一つとなっているものと考えられている。著者
 はとぐICカルシュウム・マグネシュウム・燐等の無機質代謝に注目し,当地方π沿ける老壮年層
 を対象として実験を行い,ことに夏冬の季節πよる相違に重点をむいてこれらの無機質代謝を追
 究した。
 すなわち,食事内容の分析可能な脳疾患研究施設入院患者7名と老入ホーム収容者18名とを
 えらび,入院患者の場合は連続20日闘の,老人ホームの場合は連続5日間の食事むよび全屎尿を採
 取して分析を行った。無機成分の定量分析は食事・屎尿ともカルシウムは過マンガン酸力11定量
 法,マグネシュウムはEDTA法,燐はモリブデン青比色法によった。また実験期間の前沿よび
 第1・2・5週の終りに静脈採血して,1血漿中のカルシュウム・マグネシュウムを原子吸光分光分
 分析法により定量した。このような定量分析値から無機質の摂取量むよび排泄量のバランスを求
 め,実験期間中の推移をみるとともに,夏期むよび冬期に分ける摂取景・出納むよび蓄積率につ
 いて比較検討した。
 その鮎梁,入院患者群については,夏期に赴けるカルシュウム摂取量が冬期にくらべて少いに
 かかわらずカルシュウム蓄締率の高い傾向をみとめ,冬期にはカルシュウムの蓄積率が低いだけ
 で左ぐマグネシュウムの蓄積率も負を示した。燐の蓄積率も冬期より夏期に有意に高い。蛋白代
 謝の指標である窒素出納についても同様の傾向がみとめられた。老人ホーム収容者の場合もほぼ
 これと同様の成績で冬期にはカルシュウムの排泄景が多かった。血漿総カルシュウム・マグネシ
 ュウム量の推移には明らか左季節差をみることができなかったが,入院患者群に始めカルシュウ
 ム源として牛乳を与えた直後に豆皿清カルシュウム量も一時上昇をみた。しかし実験の終期には元
 のレベルに戻る傾向がみられた。
 カルシュウム・マグネシュウム・燐の排泄が冬季に増し平衡が負に傾く傾向を示すことは,日
 照時間の季筋交動に基づく柴夕!憩照射塁の低下によ,るビノミン⊃造成.羅の変化と関連があるもの
 とみられるが,同じ東北地方でも表日左側にぐらべて裏日太側に脳卒中死亡率が高ぐ,ことに冬
 季日照時間の最も大である三陸沿岸では同死亡率の低いこととの関連をも示唆するものと思考さ
 れる。
 以上の如く宏研究は,脳卒中死亡率の高い東北地方にお・ける同死亡率の地理的分布の解明に根
 拠を与えるものであ鉱ひいては目木における脳卒中多発の解明にも疫学的見地からも示唆を与
 えるものとして学位授与に値するものと認められる。
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